
袴（はかま）
白衣(下着）
女子ピンク
男子ブル－

ちはや（上着）
女子赤系
男子青系

安全ピン

安全ピン

稚児衣装（雅）着付け方
稚児衣装【女子）の種類

白衣を着せます・・・合
わせ方は、子供自身の左
側が外側になります（右
前になる）白衣を着る
際、中にTシャツ一枚を
着ると滑りにくいので着
させあげて下さい

『ちはや』（上着）を肩
から羽織らせ体の前で交
差させます（この時、袖
には手を通さないで下さ
い）　白衣と同じく左側
が外側になります交差さ
せた所をずれ止めの為に
安全ピンで止めます

ご父兄が腰ひもを持って
おられたら前側の『ちは
や』の上から止めて、後
ろでくくる。（この時の
くくり目は、袴で隠れま
す）⇒着くずれ防止にな
ります

袴をはかせます（前・後
ろはないのでどちらから
でも大丈夫です）袴をは
かせ『ちはや』を袴の中
に入れ、前に付いている
紐を後にもっていき縛り
ます（ﾁｮｳﾁｮ結び）次に
後側の袴紐は後の結び目
を隠すようにして、前で
結びます（ﾁｮｳﾁｮ結び）

この時『ちはや』の背中
は袴より外側に出します

後ろ襟の部分白衣と『ち
はや』を安全ピンで一緒
に止めると動かなくなり
着くずれ防止となります
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お化粧はお家の方の判断
でされる方、されない
方、色々ですが、お母さ
んの化粧道具で薄化粧に
仕上げて、眉毛の少し上
側の左右に黒い点（直径
3～5ミリ）を描きます。
目じりには赤い口紅を
使って紅筆で線を引きま
す（１㎝程度）唇の真ん
中辺りに紅を塗って下さ
い

かぶり方は、黒いバンド
がついた方が後側になり
ます。赤いひもは２本ま
とめて耳のじゃまになら
ない様に位置を決めて２
本一緒にあごの下でﾁｮｳ
ﾁｮ結びにして下さい

男の子は鳥帽子（えぼ
し）をかぶります

太い紐が前です。細い紐
と太い紐を耳の下で交差
させてあごの下で２本と
も一緒にﾁｮｳﾁｮ結びにし
ます

鳥（ホ－オ－）がついた
部材を冠の内側に差し込
んで下さい

女の子の冠は赤いふろし
きの中に入っています。
部材が二つに分かれてい
ます

行列の時は梅の花を右手に、持たせて下さい。たび・ぞうりを履いて
の行列は、子供さんが転倒される原因になりますので、最近はお家で
履かれている白っぽい靴と靴下で参列される方が多いです。
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一緒にお渡ししたお花は今回の記念品となりますの
で、返却してもらわなくて結構です。


